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１０１中期経営計画
（2009～2011年度）

２００９年３月２４日２００９年３月２４日
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経済環境が急変するなかでの中期経営計画策定について

環境変化へ対応可能な成長戦略環境変化へ対応可能な成長戦略

急変する経済環境急変する経済環境

緊急対策緊急対策 による対応による対応

＋
中期的方針（目指すべき方向性）中期的方針（目指すべき方向性）

中期計画中期計画 による対応による対応

は じ め に
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百周年を迎えた当社が、次を見据え、新たな事業
基盤を構築し、持続的発展を目指す。

１０１中期経営計画１０１中期経営計画

国内ｾﾒﾝﾄ事業

海外・環境・発電
非ｾﾒﾝﾄ事業

両輪経営

Next Stage SOC

高付加価値化による

収益拡大

高付加価値化による

収益拡大

事業拡大による収益拡大

提携､Ｍ＆Ａ､外部の力も

積極活用する

事業拡大による収益拡大

提携､Ｍ＆Ａ､外部の力も

積極活用する

中期経営計画
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2006~2008年度中期経営計画のレビュ－
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単位：億円

計画 見通 差異

セメント事業 1,485 1,760 275

非ｾﾒﾝﾄ事業 545 430 △ 115

計 2,030 2,190 160

セメント事業 160 52 △ 108

非ｾﾒﾝﾄ事業 50 8 △ 42

計 210 60 △ 150

190 50 △ 140

100 19 △ 81

営業利益・経常利益差異のうち、減価償却費計算方法変更

による影響　△４８億円を含む

当期純利益

０８年度

売
上
高

経常利益

営
業
利
益

2006~2008年度中期経営計画のレビュ－
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単位：億円

計画 見通 差異 計画 見通 差異

国内セメント 1,192 1,453 261

海外・環境・発電等 293 307 14

1,485 1,760 275 160 52 △ 108

鉱産品 98 96 △ 2 14 3 △ 11

建材 135 128 △ 7 7 2 △ 5

光電子・新材料 238 142 △ 96 15 △ 12 △ 27

不動産・その他 74 64 △ 10 14 15 1

545 430 △ 115 50 8 △ 42

2,030 2,190 160 210 60 △ 150

０８年度

合　計

セメント事業

非セメント事業

160 52 △ 108

売上高 営業利益
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単位：億円　％

計画 見通 差異

3,040 3,184 144

1,455 1,322 △ 133

47.9% 41.5% △6.4%

960 1,180 220

10.3% 2.7% △7.6%

6.4% 1.6% △4.8%

7.1% 1.4% △5.7%

600 582 △ 18
115 120 5
80 77 △ 3コスト合理化（3ヵ年計）

総資産経常利益率(ROA)

自己資本当期純利益率(ROE)

自己資本比率

有利子負債残高

営業利益率

純資産

０８年度

設備投資    （3ヵ年計）

研究開発費 （3ヵ年計）

総資産



8

2006~2008年度中期経営計画のレビュ－

１．総括

石炭・原油などｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄの高騰や、ｾﾒﾝﾄ内需の急減

（対計画△250万ﾄﾝ）などのｺｽﾄ悪化要因があったものの、
一方で、ｾﾒﾝﾄの価格決定ｼｽﾃﾑ見直しやｺｽﾄ合理化推進

など、次につながる経営基盤の強化も着実に実施した。

また、事業拡大については、環境や海外ｾﾒﾝﾄなど一定の

成果を上げたが、課題も多く残っており、次期中計で引き

続き取り組んでいきたい。
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２．成果

①国内セメント事業
・販売契約制度と価格決定システムの見直し
エネルギー価格転嫁、不採算是正等

・コスト合理化はほぼ計画を達成

②海外セメント・環境・発電事業
・中国雲南省セメント事業への出資
・市川ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ、栃木ﾊﾞｲｵﾏｽ発電の立ち上げ実施

③非セメント事業
・売上規模の拡大
・生産体制の整備（生産拠点整備ほか）
・生産コスト削減
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３．課題

①国内セメント事業
・販売契約制度の定着、適正価格の確保
・需要減少時における最適生産、最適物流体制の構築
・更なる合理化の推進（代替燃料比率のUP）

②海外セメント・環境・発電事業
・雲南に次ぐ海外セメント事業の展開
・環境・発電事業の拡大と収益安定化

③非セメント事業
・鉱産品事業 保有資源の有効活用
・建材事業 生産３拠点の有効活用
・光電子事業 非通信分野の強化
・新材料事業 高機能フィルム事業のコスト削減と販路確保
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Next Stage ＳＯＣ

１０１中期経営計画の概要
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Next Stage ＳＯＣ

１ 経営環境・数値目標
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①国内セメント事業
・需要は中期的には低迷が続く
08見通しの5050万トンを上回らない程度の需要が続く

・エネルギー価格は中期的に高止まり

万トン

経 営 環 境

5909 5899

5551

5050
5000 5000 5000

4000

4500

5000

5500

6000

０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度

前提条件
国内需要 5000万ﾄﾝ
石炭 $150/ﾄﾝ
原油 $100/ﾊﾞﾚﾙ
為替 100円/$
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②海外セメント・環境・発電事業

・厳しい経済情勢においても、中国は中期的に

成長可能な市場
・環境事業も引き続き成長余地あり

③非セメント事業

・厳しい経済情勢においても、保有資源及び当社の

知見・技術の活用による事業拡大は可能

経 営 環 境



15

目 標
単位：億円

セメント事業 1,760 1,901 141

非セメント事業 430 529 99

計 2,190 2,430 240

セメント事業 52 109 57

非セメント事業 8 43 35

計 60 152 92

50 135 85

19 68 49

△ 39 138 177

増減

売
上
高

０８年度
見通

１１年度
計画

経常利益

当期純利益

営業+投資キャッシュフロ－

営
業
利
益
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単位：億円

０８年度 １１年度 ０８年度 １１年度

見通 計画 見通 計画

国内セメント 1,453 1,542 89

海外・環境・発電等 307 359 52

1,760 1,901 141 52 109 57

鉱産品 96 106 10 3 13 10

建材 128 135 7 2 6 4

光電子・新材料 142 213 71 △ 12 11 23

不動産・その他 64 75 11 15 13 △ 2

430 529 99 8 43 35

2,190 2,430 240 60 152 92

109 57

売上高 営業利益

増減 増減

合　計

セメント事業

非セメント事業

52

目 標
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単位：億円　％

3,184 3,189 5

1,322 1,392 70

41.5% 43.2% 1.7%

1,180 1,046 △ 134

2.7% 6.3% 3.6%

1.6% 4.2% 2.6%

1.4% 5.0% 3.6%

総資産経常利益率(ROA)

自己資本当期純利益率(ROE)

増減
０８年度
見通

１１年度
計画

自己資本比率

総資産

有利子負債残高

営業利益率

純資産

目 標
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Next Stage ＳＯＣ

２ セメント事業部門
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1,760

1,901

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

０８年度見通 １１年度計画

億円 売上高

業績目標

セメント事業部門

１３０１０５輸 出

１，０３２１，０７５国 内

当社販売量

１ １ 年 度

計 画

０ ８ 年 度

見 通

単位：万トン

52

109

0

50

100

150

200

０８年度見通 １１年度計画

億円 営業利益
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※主な内訳 補修・償却△５５、エネルギーコスト△２５

△ ９５※コストアップ他

＋１１７価格

＋ ５７合 計

△ １０数量

＋ ４５合理化

金額

単位：億円

＜営業利益増減内訳＞
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＜コスト合理化内訳＞

＋ ３その他

＋１６エネルギーコスト

＋４５合 計

＋２６ﾘｻｲｸﾙ原燃料処理費

金額

単位：億円
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①需要減少に対応した合理化実施

・生産体制（適正運転の実施）

・物流体制（ＳＳ統廃合、自社船効率化）

・リサイクル原燃料使用拡大、エネルギーコスト低減

②販売契約制度の定着、適正価格の確保

・エネルギ－コスト、維持更新コスト等の価格転嫁

・地域やユーザー間の価格格差の是正

③川下での営業基盤強化

・生コン販売力の強化（直系販売店の強化）

・大都市圏における生コン製造拠点の確保

国内セメント事業
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①海外セメント事業の拡大

・雲南に次ぐ、海外セメント事業の展開

（優良案件の発掘、投資の検討）

ex：中国大手メーカーとの提携検討

②環境・発電事業の拡大と収益安定

・ﾘｻｲｸﾙ前処理事業（木屑破砕・建設廃土改質等）の展開

・新規環境ビジネスの検討

・バイオマス発電の安定稼動

海外・環境・発電事業等
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Next Stage ＳＯＣ

３ 非セメント事業部門
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保有する高品質な石灰石資源の活用に向けた収益基盤の整備

鉱産品事業

方針

業績目標

96

106

90

95

100

105

110

115

０８年度見通 １１年度計画

億円 売上高

3

13

0

5

10

15

20

25

30

０８年度見通 １１年度計画

億円 営業利益
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①資源開発・鉱量確保推進

・秋芳第三鉱画の立ち上げ（09年度上期出鉱）

・三菱マテリアル社との小倉共同事業開始

（11年度下期出鉱）

②事業拡大への具体的取り組み（石灰石の外販拡大）

・鉄鋼、化学業界向け石灰石及び生コン業界向け石灰石

骨材（量的拡大に向けた生産能力増強と貯鉱場整備）

取り組み
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建設需要は減少傾向であるが、補修・補強事業は今後も
拡大が期待される。成長分野への選択と集中を進める。

建材事業

方針

業績目標

128

135

120

125

130

135

140

０８年度見通 １１年度計画

億円 売上高

2

6

0

5

10

15

20

０８年度見通 １１年度計画

億円 営業利益
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①コンクリ－ト構造物の補修・補強事業の拡大

・補修材料と工事技術の融合

・上下水道、港湾設備、建築耐震分野における補修材料の

上市・新工法開発による差別化

②最適生産・物流体制推進

・保有する生産３拠点（栃木、大阪、福岡）の活用

取り組み
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光電子・新材料事業

業績目標

光電子・新材料事業

142

213

50

100

150

200

250

０８年度見通 １１年度計画

億円 売上高

△ 12

11

-20

-10

0

10

20

30

０８年度見通 １１年度計画

億円 営業利益
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光通信分野は中期的に成長市場、

ニッチな分野でLN変調器等の既存事業の拡大、

及び新規事業の創出による事業基盤の確立

方針

目標売上高
単位：億円

ＬＮ事業 33 42 9

ＬＮ以外の事業 2 9 7

小計 35 51 16

10 14 4

計 45 65 20

非通信分野

増減

通
信
分
野

０８年度
見通

１１年度
計画

光電子事業
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１ 通信分野

①ＬＮ変調器事業

・４０Ｇ変調器拡販

・新型変調器の開発

(超小型化、超低消費電力化、低コスト設計）

②新規デバイス事業
・ＬＮの技術及び営業機能の活用

２ 非通信分野
・新型光計測器の開発・上市
・生物顕微鏡市場向け光源、光モジュ－ル等の開発・上市

取り組み
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外部提携を含めた生産体制の確立、及び徹底したコスト削減

による収益改善

二次電池材料などのエネルギ－・環境分野へ進出

方針

目標売上高
単位：億円

56 75 19

16 17 1

24 36 12

1 20 19

97 148 51計

二次電池材料事業

増減
０８年度
見通

１１年度
計画

高機能フィルム事業

ナノマテリアル事業

電子材料事業

新材料事業
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１ 高機能フィルム事業

・ＰＤＰフィルタ－への特化と収益改善(他社とのコラボ）

・高付加価値品へのシフト

２ ナノマテリアル事業

・既存製品拡販による収益向上（化粧品事業、ランプ事業など）

・新製品の上市ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ（黒色遮蔽塗料、磁性材料など）

３ 電子材料事業

・新型静電チャックの開発とコストダウン推進
・静電チャック以外の新商品の開発

４ 二次電池材料事業

・将来を見据えた事業体制の構築
・供給、量産体制の早期構築

取り組み
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Next Stage ＳＯＣ

４ 設備投資
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６７５５１７減 価 償 却 費

５２９５８２設 備 投 資

09－11年度

計 画

06－08年度

見 通

単位：億円

目的別設備投資額

事業拡大 ７６億円

維持更新他  ２７５億円 合理化　１１７億円

鉱山開発
６１億円
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①品質確保と安定操業の為、維持更新投資を実施

②更なるコスト削減の為に合理化投資を実施

③事業拡大投資を選別し実施

④セメント海外事業、Ｍ＆Ａは別枠で実施

設備投資の考え方

事業環境に応じ、必要な投資を適宜実施
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Next Stage ＳＯＣ

５ 研究開発費
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研究開発費総額

研究開発の考え方

事業拡大・新事業への

取り組み推進120

123

110

115

120

125

06-08年度見通 09-11年度計画

億円

将来の成長実現のため
研究開発費は維持する
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Next Stage ＳＯＣ

６ ＣＳＲ・ＩＲの取り組み
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ＣＳＲ・ＩＲの考え方

１ Ｃ Ｓ Ｒ の 推 進

セメント産業の特色を生かしたＣＳＲ活動の推進

２ コンプライアンスの推進・リスク管理の強化

３ Ｉ Ｒ の 強 化 、 充 実

投資家に対し公平、正確、迅速な情報開示を実施

・ＣＳＲ報告書等を通じ当社メッセージの発信

・地域社会への貢献
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Next Stage ＳＯＣ

７ 地球温暖化問題及び
環境保全への取り組み
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循環型社会への貢献・省エネルギ－の計画的な推進循環型社会への貢献・省エネルギ－の計画的な推進

自主行動計画目標値の達成自主行動計画目標値の達成

温暖化ガス国内排出量取引試行
制度への参加（08～12、5ヵ年間）

温暖化ガス国内排出量取引試行
制度への参加（08～12、5ヵ年間）

循環型社会形成への貢献循環型社会形成への貢献

地球温暖化問題及び環境保全への取り組み



43

ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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本資料に掲載されている計画、見通等に関する内容につきましては、現時点で
入手可能な情報に基づき判断したものであり、リスクや不確定要因を含んでい
ます。

実際の業績等は、今後の様々な条件・要因により、この計画とは異なる場合が
あり、本資料は、その実現を確約したり、保証したりするものではございません。

注意事項


